
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

  計画の体系 
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プラン２ 学⼒の向上 【知】 
・「基礎的な知識・技能」     「⽣きる⼒」の基盤となる基  礎的・基本的な知識・技能を⾝に付けた⼦どもを育てる 
・「思考⼒・判断⼒・表現⼒」   課題を発⾒し解決するための  思考⼒・判断⼒・表現⼒に富む⼦どもを育てる 
・「主体的に学習に取り組む態度」 学習習慣を⾝に付け、主体的  に学習に取り組む⼦どもを育てる 
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※教育目標策定の背景 
・教育基本法、学校教育法、学習指導要領、社会教育法等を踏まえた教育の充実 
・⼤⽥区基本構想将来像「地域⼒が区⺠の暮らしを⽀え、未来へ躍動する国際都市 おおた」の実現 
・⼤⽥区としての教育の展開 
・児童・⽣徒、学校や区⺠の実態に応じた教育の充実 

大田区教育大綱 
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ビジョンⅢ  
意欲にあふれ、個性と可能

性を最大限に伸ばす学びの

場を創出する 

ビジョンⅠ  

社会の変化に主体的に
対応し、未来を創る⼒を
育成する 

ビジョンⅣ  
地域の特色を生かし、学

校・家庭・地域が連携・協

働して子どもを育てる 

ビジョンⅡ  

「知・徳・体」の調和のと
れた成⻑を図り、豊かな
人間性を涵養

かんよう
する 

おおた教育ビジョン 〜豊かな人間性をはぐ くみ、未来を創る⼒を育てる〜 

プラン３ 豊かな心の育成 【徳】 
・「道徳性の涵養

かんよう
」        正義感、責任感、規範意識、  自他の⽣命の尊重など、道徳心に富む⼦どもを育てる 

・「豊かな情操や感性の醸成」   自然を⼤切にし、他者を思い  やるなど、豊かな情操と感性に富む⼦どもを育てる 
・「主体性の育成」        自己肯定感・自己有用感をも  ち、社会に参画するなど、主体性のある⼦どもを育てる 
・「保幼小中一貫した心の教育」  就学前から小中学校まで、切  れ目なくすこやかに心が成⻑していく⼦どもを育てる 
 

プラン４ 体⼒の向上と健康の増進 【体】 
・「体⼒の向上」         ⽣涯にわたってたくましく⽣  きるための体⼒の向上に積極的に取り組む⼦どもを育てる 
・「スポーツを楽しむ態度」    スポーツの楽しさを知り、⽣  涯にわたってスポーツを楽しもうとする⼦どもを育てる 
・「健康づくり」         健康の⼤切さを知り、⽣涯に  わたって健康づくりに努める⼦どもを育てる 
・「基本的な⽣活習慣の確⽴」   「早寝、早起き、朝ごはん」  など、基本的な⽣活習慣の⾝に付いた⼦どもを育てる 
 

プラン１ 未来社会を創造的に生きる子どもの育成 【未来】 
・「コミュニケーション能⼒」   コミュニケーション能⼒に富  み、多様な価値を創造する⼦どもを育てる 
・「論理的、科学的な思考⼒」   論理的、科学的に思考し、新  たな「知」を⽣み出す⼦どもを育てる 
・「情報活用能⼒」        多様な情報を⽣かし、⾼度情  報化社会を⽣きる⼦どもを育てる 
・「ともに⽣きる⼒」       考えの違いや多様性を尊重し  ながら共通性を⾒出し、ともに⽣きる⼦どもを育てる 
・「健康増進・体⼒向上」      ⽣涯を通して健康の増進に努  め、体⼒の向上を図る⼦どもを育てる 

 

プラン５ 魅⼒ある教育環境づくり 【学校・教職  員】 
・「特色ある学校づくり」     地域の特色を⽣かし、学ぶ楽  しさ、⽣きる喜びにあふれる学校経営を推進する 
・「教員の指導⼒の向上」     学習指導⼒、⽣活指導⼒など  、教員の専門的な指導⼒の向上を図る 
・「主体的・対話的で深い学び」  「主体的・対話的で深い学び」  により、意欲あふれる授業づくりを⾏う 
・「学校組織の活性化」      チーム学校の推進や業務改善  により、学校組織の活性化・効率化を図る 
・「教育環境の整備」       ICT 環境の整備、学校施設の  改築など、良質な教育環境を整備する 
・「特別⽀援教育の充実」     一人ひとりの児童・⽣徒のニ  ーズに応じた特別⽀援教育を充実する 
・「いじめ問題、不登校対策の充実」  いじめ問題、不登校対策など  、一人ひとりの児童・⽣徒の心に寄り添う教育を充実する 
・「安全・安心の向上」      交通安全、防犯など、安全・  安心を向上させるための教育を推進する 

プラン６ 学校・家庭・地域が一体となってともに  進める教育 【学校・家庭・地域】 
・「地域とともにある学校づくり」 地域の特色を⽣かして地域と  ともにある学校づくりを⾏う 
・「安全・安心な環境づくり」   児童・⽣徒の居場所づくりを  進め、安全・安心な環境づくりを⾏う 
・「家庭教育への⽀援」      家庭環境に応じた家庭教育へ  の⽀援を⾏う 
・「教育相談の充実」       多様化する幼児・児童・⽣徒  の問題に対する教育相談体制の充実を図る 
・「地域への愛着を育てる教育」  地域とのかかわりを通して地  域への愛着や誇りを育てる教育を充実する 
・「図書館の整備と文化財保護」  区⺠の学びを⽀え、地域の文  化を次世代につなげる 

教育ビジョン   重点的に進める教育プラン 

 
●基礎学⼒を習得する。 ●豊かな情操と公  共の精神を養う。 
●健やかな⾝体を育む。 ●心豊かに⽣活で  きる地域社会を実現する。 

大田区教育委員会 
教育目標の要旨 

○⼤⽥区学習効果測定の実施 
○習熟度別少人数学習の実施 
○学習指導講師等による補習教室 
○教育研究推進校での実践的研究 など 

○「特別の教科道徳」の実施 道徳教育の充実  
○移動教室を通じた体験活動の充実 
○集団活動など特別活動、社会体験活動の充実 
○幼児教育の充実 保幼小の交流及び連携の推進 

保幼小中一貫した心の教育の充実 など 

教育目標実現のための 
実施計画 

○体⼒調査結果の分析による体育の授業改善 
○⼤⽥区小学⽣駅伝⼤会の実施 
○体育指導の充実と外遊びの奨励 
○保幼小連携運動遊び指導者研修 
○基本的⽣活習慣の確⽴ など 

○授業改善セミナーの実施 
○いじめ防止対策の強化 
○副校⻑アシスタントの配置 
○部活動指導員・校外指導員の配置 
○トイレの洋式化 
○体育館の空調化 
○学校特別⽀援員の配置など 
 

○地域教育連絡協議会の発展 
（学校運営協議会設置の検討） 

○学校⽀援地域本部の発展・充実 
○放課後の児童の居場所づくり  
○PTA 活動と連携した家庭教育⽀援 
○教育相談体制の充実 
○地域⾏事への参加 
○図書館の ICT 化の推進 など 
 

○国語教育の充実 外国語教育の充実 
○科学教育の充実 算数・数学教育の充実 
○ICT 教育の充実 プログラミング教育 
○人権教育の推進 国際理解教育の推進 
○健康教育の推進 食育の推進 体育の充実 

がん教育の実施 など 

各
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  計画の概要 

「教育ビジョン」と「重点的に進める教育プラン」 
 
 
 
 

グローバル化の進展や技術革新など社会状況は急激に変化しており、IoT、AI（人工知能）、ビッグデー
タなどの先端技術を活用することで、新たな価値やサービスが創出される社会が到来しています。そして、
今の⼦どもたちが社会で活躍する頃には、社会の状況はますます様変わりすることが予想されます。 

このような中、これからの教育では、⼦どもたち一人ひとりが未来社会の変化にしなやかに対応すると
ともに、主体的に社会に参画し、新たな知識や価値を創り出し、豊かに⽣きていく⼒をはぐくむことが重
要です。 

これからの未来社会を⾒据え、社会の変化に主体的に対応し未来を創る⼒として、「コミュニケーシ
ョン能⼒」、「論理的、科学的な思考⼒」、「情報活用能⼒」、「ともに⽣きる⼒」、「健康増進・体⼒向上」
の５つの資質・能⼒に富む⼦どもを育てる教育施策を推進します。  
 

 
 

取組① コミュニケーション能⼒ 
コミュニケーション能⼒に富み、多様な価値を創造する⼦どもを育てる 

取組② 論理的、科学的な思考⼒ 
論理的、科学的に思考し、新たな「知」を⽣み出す⼦どもを育てる 

取組③ 情報活⽤能⼒ 
多様な情報を⽣かし、⾼度情報化社会を⽣きる⼦どもを育てる 

取組④ ともに生きる⼒ 
考えの違いや多様性を尊重しながら共通性を⾒出し、ともに⽣きる⼦どもを育てる 

取組⑤ 健康増進・体⼒向上 
⽣涯を通して健康の増進に努め、体⼒の向上を図る⼦どもを育てる 

 
 
 
 
 
 

 
 

プラン１ 未来社会を創造的に生きる子どもの育成【未来】 

     社会の変化に主体的に対応し、未来を創る⼒を育成する 

ビジョン 

Ⅰ 

体験的な英語活動（英語カフェ） 理科の実験 タブレット端末を活用した授業 

計画の概要
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本計画では、プランⅠで「未来社会を創造的に⽣きる⼦どもの育成【未来】」を設定しており、必要な
資質・能⼒として「コミュニケーション能⼒」「論理的、科学的な思考⼒」「情報活用能⼒」「ともに⽣き
る⼒」「健康増進・体⼒向上」の５つを挙げています。⼤⽥区では、以下のような考え⽅の下、それぞれ
の資質・能⼒の向上に努めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

取組① コミュニケーション能⼒ 

グローバル化や⾼度情報化が急速に進む未来社会では、様々な⽴場や考え、価値観をもつ人々と、
その違いを認めつつ、多様な課題に対して解決⽅法を⾒出していくことが求められます。多様な人々
と積極的にコミュニケーションを図る意欲と技能をもち、他者とコミュニケーションを深める中で、
様々な課題に対して、新たな考えや価値を創り出すことができる⼦どもを育てます。 

そのために、コミュニケーションの基盤である⾔葉の⼒を育てる国語教育や、国際社会でコミュニケ
ーションを深めるために必要な外国語教育の充実などの施策を推進します。 

⼤⽥区には、国際社会との⽞関⼝であり、国際交流の拠点となる⽻⽥空港があります。国際都市を
基本構想のキーワードに掲げる⼤⽥区から世界へ⽻ばたき、外国語によるコミュニケーション能⼒
を⽣かして活躍できる⼦どもを育てます。 

また、⼤⽥区では、区独自の漢字検定、作文指導資料の作成、読書学習司書の配置など、コミュニ
ケーションの基となる国語⼒を⾼め、「伝え合う⼒」の育成に努めてきました。これらの施策を一層
推進し、⾔葉の⼒と豊かなコミュニケーション能⼒を⽣かして未来社会を創造的に⽣きる⼦どもを
育てます。 

取組② 論理的、科学的な思考⼒ 

未来社会は、「知識基盤社会」がさらに進展し、新たな考えや知識を創り出し、課題解決を図る⼒
がさらに求められます。答えの⾒当たらない課題に対しても、果敢に挑戦し、既知の知識を⽣かしな
がら、思考⼒、判断⼒、表現⼒などの能⼒を活用して新たな知識を⽣み出す⼒が、未来社会を拓く⼒
として求められます。これらの新たな知識を⽣み出していくための基盤となる重要な⼒の一つに、論
理的、科学的な思考⼒があります。 

⼦どもたちが、論理の道筋に沿って考えを深め、新たな考えを創り出す⼒や、実験や観察を通して
実証的に現象を理解し規則性を⾒つけ出していく⼒など、論理的、科学的に考える⼒が⼗分にはぐく
めるよう算数・数学教育の充実、理科教育の充実を図ります。 

⼤⽥区には、⾼い技術⼒を⽣かして新たな製品を創り出す「ものづくり」産業や科学教育に優れた
教育機関があります。それらの地域資源を⽣かしたものづくり教育、科学教育などの施策を充実し、
新たな知識や技術を創り出していく⼦どもを育てます。 
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  計画の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取組③ 情報活⽤能⼒ 

IoT、AI（人工知能）、ビッグデータなど、先端技術が飛躍的に進展しています。今後、これらの先
端技術の進展がどこまで進み、未来社会がどのように変化するのか様々な議論が展開されています。
しかし、⼤切なことは、これらの情報先端技術を活用しながら、人間が人間としての感性や創造性を
⽣かし、豊かに⽣活することです。そして、そのためには、これらの情報先端技術や機器を使いこな
し、必要な情報を収集・活用して課題解決できることが重要です。 

⼤⽥区では、区⽴学校の全教室に電⼦⿊板を設置するとともに、全学校にタブレット端末を配備
し、ICT 教育を推進しています。これらの機器を⼦どもたち自⾝が様々な学習活動の中で使いこな
し、自分の考えをまとめ、話し合い、課題解決する情報活用能⼒を育てます。 

⼤⽥区は日本の首都東京に位置し、最新かつ多様な情報が集積する国際都市という特性を⽣かし、
多様な情報の活用⽅法を⾝に付け、⾼度情報化社会を⽣きる⼦どもを育てる施策を推進します。 

取組④ ともに生きる⼒ 

現在の社会は、グローバル化などの社会変化が急激に進展するとともに、宗教や文化、伝統の違い
など多様な考えや価値観をもつ人々が、ともに暮らしている社会です。さらに多様化する未来社会を
⾒据え、考えの違いや多様性を尊重し、ともに⽣きていく⼒のある⼦どもを育てます。 

ともに⽣きていく⼒の根源は、人権を尊重する心です。人権教育の充実を通して、年齢、性別、国籍、経
済事情、障がいなど、自分との違いによる偏⾒をもつことなく、多様な人々の人権を尊重し合い、ともに
連携・協働して⽣きる⼦どもを育てます。 

また、⼤⽥区では、地域の教育⼒を⽣かした様々な体験活動や日常⽣活での地域とのふれあいを通
して、人々との絆を深め、社会性を⾼める教育を推進しています。未来社会を⾒据え、国際理解教育
など、多様な人々との交流をさらに充実し、ともに⽣きる⼦どもを育てます。 

一⽅、現在社会問題化しているいじめや虐待などの問題に加え、人間関係の希薄化、自然体験の少
なさなど、未来社会において⼦どもの健やかな成⻑や発達に影響する課題に対しても⼗分に対応し、
一人ひとりの⼦どもに寄り添い⽀援する施策を推進します。 

計画の概要
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おおた教育ビジョンでは、急速に変化し続ける未来社会を⼦どもたちが豊かに⽣きていくために、
これからの５年間で特に伸ばしたい⼒を「知」「徳」「体」の中から抽出し「未来」として位置づけて
います。学校、家庭、地域がともに⼒を合わせ、⼦どもたちの未来を創る⼒をはぐくみます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取組⑤ 健康増進・体⼒向上 

健康と体⼒は人間活動の源です。人⽣ 100 年時代を迎えると⾔われる未来社会を⾒据え、⽣涯を
通して健康の増進に努め、体⼒の維持・向上を図る⼦どもを育てます。 

一⽣を通して健康に過ごすためには、⼦どもの頃から食事、睡眠、運動などの健康に対する基本的
な知識をもつとともに、基本的な⽣活習慣や運動習慣などを⾝に付けることが⼤切です。 

健康増進と体⼒向上の基盤は、基本的な⽣活習慣の確⽴にあることから「早寝、早起き、朝ごはん」
などの取組を推進します。 

また、⼤⽥区では、健康増進の基本として食育の推進を図るとともに、がん教育など新たな健康課
題についても積極的に取り組み、健康教育の推進を図ります。また、前プランの体⼒向上アクション
プランにおける体育の充実などの施策をさらに充実させ、⽣涯を通してスポーツに親しみ、体⼒の向
上を図る⼦どもを育てる施策を推進します。 

体系のイメージ図 
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  計画の概要 

 
 
 
 

人格の完成は、教育の普遍的な目的です。特に「知・徳・体」の調和のとれた豊かな人間性の涵養
かんよう

は、
人格形成を図る教育の根幹をなすものです。 

「知」とは、知的能⼒であり、学⼒です。⼤⽥区では、学校教育法に基づき、⼦どもたち一人ひとり
に、確かな学⼒として、 

○基礎的・基本的な知識・技能 
○課題を解決するための思考⼒、判断⼒、表現⼒その他の能⼒ 
○主体的に学習に取り組む態度 

が養われるよう、学⼒の向上を図る施策を推進します。 
「徳」とは、豊かな心や人間性です。⼦どもたちの豊かな心や人間性が、知的な能⼒の発揮を促し、

自己実現を図るなど、人⽣を豊かなものとしていく⼒となります。⼤⽥区では、人権の尊重、道徳性の
涵養
かんよう

、豊かな情操や感性の醸成、自己肯定感や主体性の育成など、豊かな心や人間性を育てる教育を、
地域などの様々な人々とのかかわりを⼤切にした多様な活動を通して推進します。 

「体」とは、体⼒や体の健康です。人間の日々の⽣活は⾝体活動によって⽀えられています。また、
体⼒や健康は、意欲や気⼒など心にも影響を与えます。⼤⽥区では、人間の活動の基盤となる体⼒の向
上や健康の増進を図る⼦どもを育てます。そのために、基本的な⽣活習慣の確⽴とともに、健康教育の
充実を図ります。また、⽣涯にわたってスポーツに親しみ、体⼒の向上や健康づくりに取り組む⼦ども
を育てるための施策を推進します。 

⼤⽥区では、「知・徳・体」の調和のとれた人間形成を図り、豊かな人間性を涵養
かんよう

するために、学⼒の
向上【知】、豊かな心の育成【徳】、体⼒の向上と健康の増進【体】のそれぞれに教育プランを策定し、
施策を推進します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     「知・徳・体」の調和のとれた成⻑を図り、豊かな人間性を涵養
かんよう

する 

ビジョン 

Ⅱ 

授業風景 花いっぱい運動 マラソン大会 

計画の概要
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授業風景 花いっぱい運動 マラソン大会 
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取組① 基礎的な知識・技能 
「⽣きる⼒」の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能を⾝に付けた⼦どもを育てる 

取組② 思考⼒・判断⼒・表現⼒ 
課題を発⾒し解決するための思考⼒・判断⼒・表現⼒に富む⼦どもを育てる 

取組③ 主体的に学習に取り組む態度 
学習習慣を⾝に付け、主体的に学習に取り組む⼦どもを育てる 

 

 
 

取組① 道徳性の涵養
かんよう

 
正義感、責任感、規範意識、自他の⽣命の尊重など、道徳心に富む⼦どもを育てる 

取組② 豊かな情操や感性の醸成 
自然を⼤切にし、他者を思いやるなど、豊かな情操と感性に富む⼦どもを育てる 

取組③ 主体性の育成 
自己肯定感・自己有用感をもち、社会に参画するなど、主体性のある⼦どもを育てる 

取組④ 保幼小中一貫した心の教育 
就学前から小中学校まで、切れ目なく健やかに心が成⻑していく⼦どもを育てる 

 

 
 

取組① 体⼒の向上 
⽣涯にわたってたくましく⽣きるための体⼒の向上に積極的に取り組む⼦どもを育てる 

取組② スポーツを楽しむ態度 
スポーツの楽しさを知り、⽣涯にわたってスポーツを楽しもうとする⼦どもを育てる 

取組③ 健康づくり 
健康の⼤切さを知り、⽣涯にわたって健康づくりに努める⼦どもを育てる 

取組④ 基本的な生活習慣の確⽴ 
「早寝、早起き、朝ごはん」など、基本的な⽣活習慣の⾝に付いた⼦どもを育てる 

 

プラン２  学⼒の向上 【知】 

プラン３  豊かな心の育成 【徳】 

プラン４  体⼒の向上と健康の増進 【体】 
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  計画の概要 

 
 
 
 

⼦どもたちに秘められた個性や可能性を引き出すためには、魅⼒的な学びの場を創出することが⼤切
です。⼦どもたちは、学ぶ喜びを感じられる意欲あふれる学びの場の中で、自らの⼒を発揮し、個性や
可能性を伸ばしていきます。 

⼤⽥区では、学校が⼦どもたちにとって学ぶ楽しさや喜びを実感できる魅⼒ある学びの場となるため
の施策を推進します。校⻑のリーダーシップのもと、地域の特色を⽣かし、創意あふれる教育課程を編
成し、実施する教育環境の整備を進めます。 

また、教育には、教員の指導⼒が重要です。日々指導にあたる教員が、⼦どもたちに対する深い理解
のもと、個性と可能性を伸ばす指導ができるよう、教員の指導⼒向上を図ります。特に、教育活動の中
核をなす授業において、「主体的・対話的で深い学び」による授業改善を推進し、教員の授業⼒向上を図
ります。 

今日、社会の変化とともに、学校が抱える課題は多岐にわたり、教員の多忙化、⻑時間労働が問題と
なっています。多様な教育ニーズに対応する「チーム学校」としての取組を進め、学校組織の活性化を
図ります。 

さらに、設備・施設の面では、学びやすい教育環境を整えることが重要です。⼦どもたちの「主体的・
対話的で深い学び」を⽀える電⼦⿊板やタブレット端末の配備などを推進するとともに、⽼朽化等に伴
う校舎改築を計画的に実施し、学校施設の充実を図ります。 

一⽅、一人ひとりの教育ニーズに応じた指導を充実します。特に、障がいのある⼦どもたちの教育ニ
ーズに応じた特別⽀援教育を実施します。いじめ問題や不登校などでは⼦どもの心に寄り添い、信頼関
係を重視しながら組織的な⽀援を⾏い、⼦どもの学びと成⻑を⽀えます。 

また、⼦どもたちの学びの場は、安全・安心な場でなければなりません。安全・安心を脅かす問題に
対して、積極的に対策を講じ、⼦どもたちの個性を最⼤限に伸ばす場としての教育環境の充実を図りま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     意欲にあふれ、個性と可能性を最大限に伸ばす学びの場を創出する 

ビジョン 

Ⅲ 

新校舎内の音楽室（大森第四小学校） 

 

対話的な学習 

計画の概要
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     意欲にあふれ、個性と可能性を最大限に伸ばす学びの場を創出する 
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新校舎内の音楽室（大森第四小学校） 

 

対話的な学習 
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取組① 特色ある学校づくり 
地域の特色を⽣かし、学ぶ楽しさ、⽣きる喜びにあふれる学校経営を推進する 

取組② 教員の指導⼒の向上 
学習指導⼒、⽣活指導⼒など、教員の専門的な指導⼒の向上を図る 

取組③ 主体的・対話的で深い学び 
「主体的・対話的で深い学び」により、意欲あふれる授業づくりを⾏う 

取組④ 学校組織の活性化 
チーム学校の推進や授業改善により、学校組織の活性化・効率化を図る 

取組⑤ 教育環境の整備 
ICT 環境の整備、学校施設の改築など、良質な教育環境を整備する 

取組⑥ 特別支援教育の充実 
一人ひとりの児童・⽣徒のニーズに応じた特別⽀援教育を充実する 

取組⑦ いじめ問題、不登校対策の充実 
いじめ問題、不登校対策など、一人ひとりの児童・⽣徒の心に寄り添う教育を充実する 

取組⑧ 安全・安心の向上 
交通安全、防犯など、安全・安心を向上させるための教育を推進する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プラン５  魅⼒ある教育環境づくり 【学校・教職員】 

大森第四小学校 新校舎 

（平成 31 年３月竣工） 

志茂田小学校 新校舎 

（平成 31 年３月竣工） 
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  計画の概要 

 
 
 
 

⼦どもたちは、家庭の教育環境の中で人間形成の基礎が培われます。また、地域の文化や風土、人と
の触れ合いを全⾝で受け止めて成⻑し、社会的な資質・能⼒を⾝に付けていきます。教育は学校教育制
度の中だけで⾏われるものではありません。学校、家庭、地域がそれぞれに重要な役割を担い、連携・
協働してその役割を果たすことで、⼦どもたちの健やかな人間形成が図られます。 

⼤⽥区では、教育目標に「すべての区⺠が広く教育に参加できる仕組みづくりを進める」ことを掲げ、
地域の特色を⽣かし、学校・家庭・地域が連携・協働して⼦どもを育てる教育を推進します。 

⼤⽥区には豊かな地域⼒があり、東京の縮図と⾔われるように地域ごとに特色があります。学校が家
庭や地域と教育に対する目標を共有し、地域⼒を⽣かしながら「社会に開かれた教育課程」を編成、実
施し、未来を創る⼦どもを育成する施策の充実を図ります。 

また、安全・安心な環境を確保することは、⼦どもの健やかな成⻑を図る上で⽋かせないものです。
学校⽣活での安全・安心はもとより、地域での安全・安心な居場所の創出などの施策を推進します。 

さらに、いじめなどの友人関係や、障がいに関することなど、保護者等のニーズに応じた相談体制の
充実を図ります。 

地域には、⼦どもの健やかな成⻑を願う様々な⾏事や取組があります。⼦どもたちがそれらの⾏事や
取組に積極的に参加し、地域への信頼と愛着を育てる教育を推進します。 

また、区⺠の学びを⽀える視点から、図書館の ICT 化を進め、図書の貸し出しや返却の利便性の向上
を推進するなど、区⺠の知と読書活動の拠点としての図書館機能の充実を図ります。 
 さらに、地域文化の次世代への継承の観点から、文化財の保護と区⺠への周知や啓発を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     地域の特色を生かし、学校・家庭・地域が連携・協働して子どもを育てる 

ビジョン 

Ⅳ 

登下校の見守り 地域清掃活動 

ふれあい給食 

計画の概要
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取組① 地域とともにある学校づくり 
地域の特色を⽣かして地域とともにある学校づくりを⾏う 

取組② 安全・安心な環境づくり 
児童・⽣徒の居場所づくりを進め、安全・安心な環境づくりを⾏う 

取組③ 家庭教育への支援 
家庭環境に応じた家庭教育への⽀援を⾏う 

取組④ 教育相談の充実 
多様化する幼児・児童・⽣徒の問題に対する教育相談体制の充実を図る 

取組⑤ 地域への愛着を育てる教育 
地域とのかかわりを通して地域への愛着や誇りを育てる教育を充実する 

取組⑥ 図書館の整備と文化財保護 
区⺠の学びを⽀え、地域の文化を次世代につなげる 

 
 
 
 
【おおた教育振興プランの主な成果（例）】 
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プラン６  学校・家庭・地域が一体となってともに進める教育【学校・家庭・地域】 

【学力向上】  

数学の期待正答率を超えた生徒の割合 

（中学校第３学年） 

 〈大田区学習効果測定〉 

【豊かな心】 

「自分にはよいところがある」と答えた 

児童の割合（小学校第６学年） 

〈全国学力・学習状況調査〉 
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  成果指標一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プラン1 未来社会を創造的に生きる子どもの育成【未来】 
コミュニケーション能⼒、情報活⽤能⼒、ともに⽣きる⼒など、これからの社会の変化にしなやかに対応する

⼦どもの⼒と⾃信を⾝に付けます。 
 

成果指標 平成30年度 令和元年度-令和４年度 令和５年度 達成目標値について 
英語検定３級以上を取得している生徒の割合
（中学校第３学年） 
＜実⽤英語技能検定＞ 

32.8％  60.0％ 
東京都「東京グローバル人材育成計
画ʻ20」の達成目標 60.0％を目標値
とします。 

○国語教育の充実 外国語教育の充実   など 
成果指標 平成30年度 令和元年度-令和４年度 令和５年度 達成目標値について 

理科の期待正答率を超えた生徒の割合 
（中学校第１学年） 
＜大田区学習効果測定＞ 

62.7％  68.0％ 

○科学教育の充実 算数・数学教育の充実   など 
成果指標 平成30年度 令和元年度-令和４年度 令和５年度 達成目標値について 

「コンピュータやインターネットなどを活用し
て、情報を収集して自分の考えをまとめたり、
発表したりすることができる」と答えた児童の
割合（⼩学校第６学年） 
＜大田区教育委員会調査＞ 

38.5%  50.0% 平成 30 年度より 11.5 ポイント増
の 50.0％を目標値とします。 

○ICT 教育の充実   など 
成果指標 平成30年度 令和元年度-令和４年度 令和５年度 達成目標値について 

「生徒の間で話し合う活動を通じて、自分の
考えを深めたり、広げたりすることができて
いる」と答えた生徒の割合（中学校第３学年） 
＜全国学⼒・学習状況調査＞ 

76.1％  80.0％ 平成 30 年度より 3.9 ポイント増の
80.0％を目標値とします。 

○人権教育の推進 国際理解教育の推進   など 
成果指標 平成30年度 令和元年度-令和４年度 令和５年度 達成目標値について 

「運動をもっとしたい」と答えた児童の割合
（⼩学校第６学年） 
＜東京都児童・⽣徒体⼒・運動能⼒、⽣活・
運動習慣等調査＞ 

55.45％  60.60％ 
平成 30 年度の東京都平均値より
5.0ポイント増の60.60％を目標値
とします。 

○健康教育の推進 食育の推進 体育の充実 がん教育の実施   など 

プラン２ 学⼒の向上【知】 
児童・⽣徒⼀人ひとりの学ぶ意欲を⾼め、確かな学⼒を定着させます。 
 

成果指標 平成30年度 令和元年度-令和４年度 令和５年度 達成目標値について 
数学の期待正答率を超えた生徒の割合 
（中学校第３学年） 
＜大田区学習効果測定＞ 

64.5％  65.7％ 平 成 30 年 度 の 全 国 の 達 成 率
65.7％を目標値とします。 

○大田区学習効果測定の実施 ○習熟度別少人数学習の実施 
○学習指導講師等による補習教室 ○教育研究推進校での実践的研究   など 
 

プラン３ 豊かな心の育成【徳】 
 ⼦ども⼀人ひとりの健全な正義感や⾃己肯定感、⾃己有⽤感などを⾼めるとともに、⾃他の⽣命を尊重する心
を育成するなど、未来への希望に満ちた豊かな心をはぐくみます。 

 
成果指標 平成30年度 令和元年度-令和４年度 令和５年度 達成目標値について 

「自分にはよいところがある」と答えた児童
の割合（⼩学校第６学年） 
＜全国学⼒・学習状況調査＞ 

82.2％  84.0％ 平 成 30 年 度 の 全 国 の 平 均 値
84.0％を目標値とします。 

○「特別の教科道徳」の実施 道徳教育の充実 ○移動教室を通じた体験活動の充実 
○集団活動など特別活動、社会体験活動の充実 ○幼児教育の充実 保幼⼩の交流及び連携の推進 
 保幼⼩中⼀貫した心の教育の充実   など 

平成 30 年度の全国の達成率 68.0％
を目標値とします。 

成果指標一覧
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を目標値とします。 
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プラン４ 体⼒の向上と健康の増進【体】 
 スポーツに親しむ心の育成や、運動習慣の定着による体⼒の向上など、⽣涯にわたって健康増進を図る意識の
向上をめざします。 
 

成果指標 平成30 年度 令和元年度-令和４年度 令和５年度 達成目標値について 

体⼒合計点（⼩学校第６学年男⼥） 
＜東京都児童・⽣徒体⼒・運動能⼒、⽣活・運
動習慣等調査＞ 

男⼦ 
60.31 点 

⼥⼦ 
61.65 点 

 

男⼦ 
60.62 点 

⼥⼦ 
61.68 点 

男⼦は平成 30 年度までの過去 10
年の最⾼値を目標値とします。 
⼥⼦は平成 30 年度の東京都の平
均点を目標値とします。 

○体⼒調査結果の分析による体育の授業改善 ○大田区⼩学⽣駅伝大会の実施 
○体育指導の充実と外遊びの奨励 ○保幼⼩連携運動遊び指導者研修 
○基本的⽣活習慣の確⽴   など 

プラン５ 魅⼒ある教育環境づくり【学校・教職員】 
児童・⽣徒が安全・安心に学校⽣活を送るために、教員の指導⼒向上と良質な教育環境をつくります。 

 
成果指標 平成30年度 令和元年度-令和４年度 令和５年度 達成目標値について 

「子どもたちにとって分かりやすい授業をして
いた」及び「子どもたち一人ひとりの活動が充実
していた」に「とても当てはまる」と答えた割合 
＜保護者による授業評価＞ 

60.59％  65.59％ 
 
平成 30 年度より 5.0 ポイント増
の 65.59％を目標値とします。 

○授業改善セミナーの実施 ○いじめ防止対策の充実 
○副校⻑アシスタントの配置 ○部活動指導員・校外指導員の配置 
○トイレの洋式化 ○体育館の空調化 ○学校特別支援員の配置   など 

プラン６ 学校・家庭・地域が一体となってともに進める教育【学校・家庭・地域】 
学校・家庭・地域が担う役割などを明確にし、地域に開かれた教育の実現をめざします。また、相互の連携を

深め、⼦どもを育てる仕組みをつくります。 
区⺠が⽣涯を通じて学び続ける拠点として図書館機能の充実を図り、学び合いによる地域づくりを進めます。

さらに、地域の歴史・文化資源の保護、活⽤を進めます。 
 

成果指標 平成30年度 令和元年度-令和４年度 令和５年度 達成目標値について 

学校支援地域本部の事業に参加したボランテ
ィアの数 57,753 人  65,000 人 

平成 30 年度の約 58,000 人より
7,000人増の65,000人を目標値と
します。 

成果指標 平成30年度 令和元年度-令和４年度 令和５年度 達成目標値について 
「今住んでいる地域の⾏事に参加しています
か」に「当てはまる」「どちらかといえば、当て
はまる」と答えた児童の割合（⼩学校第６学年） 
＜全国学⼒・学習状況調査＞ 

49.9％  51.1％ 平成 30 年度の東京都の平均値
51.1％を目標値とします。 

○地域教育連絡協議会の発展（学校運営協議会設置の検討） 
○学校支援地域本部の発展・充実 ○放課後の児童の居場所づくり  
○PTA 活動と連携した家庭教育支援 ○教育相談体制の充実 
○地域⾏事への参加 ○図書館の ICT 化の推進   など 



 

 

  計画の位置付け 

「大田区教育委員会教育目標」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 おおた教育ビジョンの位置付け 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⼤⽥区教育委員会は、教育基本法の精神にのっとり、⼤⽥区基本構想が掲げる将来像「地域⼒が区
⺠の暮らしを⽀え、未来へ躍動する国際都市 おおた」の実現をめざし、⼦どもたちが学ぶ喜びを知
り、社会⽣活を営むに必要な基礎学⼒を習得し、豊かな情操と公共の精神を養い、健やかな⾝体を育
むことができるよう最⼤限の努⼒を払い、 

 
「意欲をもって自ら学び、考え、⾏動する人」 
「思いやりと規範意識をもち、社会の一員としての役割を果たす人」 
「自らの可能性を伸ばし、未来を拓き地域を支える人」 

 
の育成に向けた教育を重視する。 
また、すべての区⺠が、個人の⽣き⽅に誇りをもち、学ぶ意欲を持続させることによって、⽣涯を通じ

て活発に交流し、心豊かに⽣活できる地域社会を実現するために、学校教育と社会教育の連携をより一層
推進する。 

これらの目標を達成するため、家庭・学校・地域それぞれが役割と責任を自覚し相互に連携する必
要があるという認識のもと、すべての区⺠が広く教育に参加できる仕組みづくりを進める。 

 
平成 21 年６⽉ 24 日教育委員会決定 

おおた教育ビジョン 
令和元年６⽉ 

発⾏ ⼤⽥区教育委員会  東京都⼤⽥区蒲⽥５丁目 37 番１号 
電話︓03-5744-1423  FAX︓03-5744-1535   

HP http://www.city.ota.tokyo.jp/kyouiku 

計画の位置付け




